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NPO法人富士市のごみを考える会「浄化槽講座」
富士発･女と男のフォーラム



１．マイクロプラスチックとは？

•スーパーのゴミ袋やペットボトルなどのプラスチック製のゴミ
が漂流している間に割れたり砕けたりして小さくなったもの。

• サイズは、「1mm以下」や「5mm以下」など（定義が明確に
されていない）。

•自然界では、分解しにくいもの。

ゴミ袋やペットボトルが紫外線によって分解されたプラス
チック類

洗顔料や歯磨き粉などに含有されるマイクロビーズ
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出典：高田秀重東京農工大学農学部環境資源科学科資料
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2.その原因

ゴミの放置、未処理処分
-バングラデイッシュ-

海辺や河川下流域への
ゴミの漂流
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出典：AFPニュース、2018年10月24日 11:24 発信地：パリ/フランス
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日経 xTECH SPECIALより

朝日新聞デジタルより



6１出典：環境省資料



プラスチックごみの発生量
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プラスチックごみの発生量（万t/年）
出典：Plastic waste inputs from land into the ocean, Science (2015) 

マイクロプラスチックの密度分布

出典：旭化成ARCリポート



•レジ袋：20年

• 発泡スチロール製カップ：50年

• ペットボトル：450年

•紙おむつ：450年

• 釣り糸：600年
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3.流出したプラごみが自然分解されるまでの期間



4.生態系への影響

•生殖異常

•発がん性

•内臓疾患

•ホルモン異常
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海洋環境における食用魚類のマイクロプラスチック摂食状況
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プラスチックに含有される有機化学物質とその影響



• ごみの不法投棄の撲滅
• プラスチックごみのリサイクル促進
• ごみの減量化促進
• 環境教育の推進
• 処理する？
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5.どうすればよいか

太平洋ごみベルト回収装置－オランダ
－NPOオーシャンクリーンアップ－
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海洋プラスチック問題に関する国内動向

1．海岸漂着物処理推進法改正（2018.06.15成立）
目的の改正：海洋環境の保全の観点等を追加。
「漂流ごみ等」の追加、漂流ごみ等の円滑な処理の推進
３Ｒの推進等による海岸漂着物等の発生抑制
マイクロプラスチック対策（事業者による使用抑制・排出抑制努力義務、政府によるマイクロプラスチ

ック抑制のための施策の在り方についての速やかな検討及びその結果に基づき措置を講じる旨を規定）
国際的な連携の確保及び国際協力の推進

2．第4次循環型社会形成推進基本計画（2018.06.19閣議決定)
資源・廃棄物制約、海洋ごみ対策、地球温暖化対策等の幅広い課題に対応しながら、中国等による廃棄

物の禁輸措置に対応した国内資源循環体制を構築しつつ、持続可能な社会を実現し、次世代に豊かな環
境を引き継いでいくため、再生不可能な資源への依存度を減らし、再生可能資源に置き換えるとともに
、経済性及び技術的可能性を考慮しつつ、使用された資源を徹底的に回収し、何度も循環利用すること
を旨として、プラスチックの資源循環を総合的に推進するための戦略（「プラスチック資源循環戦略」
）を策定し、これに基づく施策を進めていく。

3．海岸漂着物等地域対策推進事業
都道府県や市町村等が実施する海洋ごみに関する地域計画の策定、海洋ごみの回収・処理、発生抑制対

策に関する事業に対し、補助金による支援



はじめに

生活排水処理システム
・し尿および生活雑排水の浄化と水環境への還元

・環境衛生の改善と公共用水域の汚濁負荷低減化

下水処理施設、農業集落排水施設、合併処理浄化槽等

1960～1970年代に生態系における生殖機能の異常、孵化能力

の低下などが報告され、その原因が内分泌攪乱化学物質（通称、

環境ホルモン）であると指摘された。

1998年以降、わが国でも水環境、下水処理施設に対する実態調査が行
われる。

エストロン(E1)、17β-エストラジオール(E2）、エストリオール(E3)、ビスフェノール
A(BPA)、ノニルフェノール(NP)、フタル酸エステル(PAE)など女性ホルモンや外
因性内分泌攪乱化学物質(以下、EDCと略す)が顕著に検出される。

環境庁（現環境省）の環境ホルモン戦略計画SPEED’98



• 合併処理浄化槽におけるEDCの実態

• 合併処理浄化槽からのEDCの溶出

• 生活排水中に含まれるEDCの同定やその後の挙動

• これまでの報告例は、水相の試料に関連するもので、有機
物除去機能に関与する汚泥相での挙動については未解明
である。

新たな課題

EDCの理化学的特性

・分子量が比較的小さい（220～391）

･水溶解度が低い

・疎水性（log Kow 2.6～5.15）

EDCは汚泥、底質に吸着・濃縮されやすい。



嫌気ろ床槽
第1室

嫌気ろ床槽
第2室

流入水 接触ばっ気槽 沈殿槽 消毒槽 放流水

汚泥はく離汚泥

小型合併処理浄化槽の実態調査

・調査方法

1.生活排水（流入水）中のEDC                                             

570戸の住宅団地に設置されているコミュニティ・プラントにおいて、原水を
24時間連続採水した。

コミュニティ・プラント（生活排水処理システム）の概要

計画処理人口：2,000人

計画日平均汚水量：880m3/日

処理方式：長時間ばっ気方式

2.小型合併処理浄化槽内におけるEDCの挙動
個人住宅に設置された施設2基（7人槽、10人槽）について、1年間にわたり
追跡調査を行った。

処理フローの概要



生活排水に含まれる主なEDC

• 調査結果

EDC 平均値 範 囲

BPA 1.5 0.7～1.9

NP 140 38～254

E2 0.021 0.013～0.035

E123 0.28 0.17～0.39

DEHP 7.12 1.10～10.5

DBP 2.10 0.10～5.30

単位： ｇ/L

総流入汚水量： 380m3/日

一般的水質：pH 6.3～7.3  BOD 80～150mg/L  SS 150～210mg/L 

COD 75.0～130mg/L

注）E123：E1、E2およびE3の総量



各単位装置流出水中のE2、BPAおよびNP （施設No.2)
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各単位装置流出中のE2とE123の関係

施設 No.1
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施設 No.2
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各単位装置流出水中のDEHPおよびDBP (施設No.2)
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小型合併処理浄化槽

汚泥

放流水

し尿処理施設

生活排水

公共用水域へのEDC負荷量

汚泥

EDC≒0 g/人･日

焼却処分

E2      ： 4.20 g/人･日

BPA   ： 300 g/人･日

NP      ：28,000 g/人･日

DEHP ： 1,420 g/人･日

DBP    ： 420 g/人･日
放流水

戸建住宅

E2      ： 0.50 g/人･日

BPA  ： 24.0 g/人･日

NP     ： 6,160 g/人･日

DEHP： 14.2 g/人･日

DBP   ： 4.20 g/人･日

E2      ： 88％

BPA  ： 92％

NP     ： 78％

DEHP： 99％

DBP   ： 99％

EDC低減率

公共用水域への潜在的なEDC負荷量の推定

総括・結論

合併処理浄化槽による水環境へのEDC負荷量
低減効果

・嫌気・好気性両汚泥への吸着

・水相および汚泥相中の生分解反応
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６.まとめ

•ごみの不法投棄の撲滅

•プラスチックごみのリサイクル促進

•ごみの減量化促進

•環境教育の推進


